
 
      

 

北
野
村
古
記
録
四
百
年 

今
か
ら
ち
ょ
う
ど
四
百
年
前
の
元
和
六
年(

一
六
二
一(

註) )

。
こ

こ
梅
田
の
旧
称
で
あ
り
ま
す
北
野
村
の
歴
史
を
綴
っ
た
『
北
野

村
古
記
録
』
の
記
録
作
成
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

元
和
六
年
は
、
大
坂
夏
の
陣
の
五
年
後
で
、
前
年
に
は
大
阪

が
天
領
と
な
り
、
徳
川
期
大
坂
城
の
再
建
が
始
ま
っ
た
頃
で
、

よ
う
や
く
市
中
も
落
ち
着
い
た
時
期
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
古
記
録
は
残
念
な
が
ら
原
本
は
戦
災
で
失
わ
れ
ま
し

た
が
、
戦
前
に
写
さ
れ
た
も
の
が
幾
つ
か
残
っ
て
お
り
、
そ
れ

ら
か
ら
、
当
時
の
様
子
な
ど
が
垣
間
見
ら
れ
ま
す
。 

多
く
が
土
地
に
関
す
る
も
の
で
、
中
に
は
検
地
を
行
っ
た
片

桐
且
元
な
ど
の
戦
国
武
将
の
名
前
や
、
青
山
大
膳
と
い
っ
た
近

隣
の
尼
崎
城
の
城
主
の
名
前
も
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
当
時
の
北

野
村
の
石
高
は
八
五
二
石
で
あ
り
、
一
石
が
だ
い
た
い
大
人
一

人
が
一
年
間
生
活
出
来
る
お
米
の
量
と
同
義
で
あ
っ
た
事
か

ら
、
備
蓄
分
な
ど
を
引
い
て
、
大
体
五
～
六
百
人
前
後
の
人
口

が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
現
在
の
当
宮
氏
地
の
人
口
が
六

千
人
弱
で
あ
る
事
か
ら
、
都
会
の
過
疎
化
と
呼
ば
れ
な
が
ら
も

四
百
年
の
間
に
人
口
は
十
倍
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

こ
う
し
た
事
が
わ
か
る
の
も
、
先
人
が
き
ち
ん
と
記
録
を
残

し
て
い
て
く
れ
て
い
た
お
陰
で
す
。
北
野
村
古
記
録
に
つ
い
て

は
現
在
も
当
宮
で
年
表
の
形
で
記
録
を
続
け
て
お
り
ま
す
が
、

遠
い
未
来
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
あ
の
時
代
、
ど
の
よ
う
に
生
き
て

い
た
の
か
な
ど
、
知
る
「
よ
す
が
」
と
な
る
よ
う
、
ぜ
ひ
皆
様

も
個
々
人
の
ご
家
庭
の
記
録
な
ど
残
し
て
い
か
れ
て
は
如
何

で
し
ょ
う
か
。 

 

註
＝
元
和
六
年
は
実
質
一
六
二
〇
年
で
す
が
、
古
記
録
の
作
成
開
始
が
閏
十
二

月
で
あ
り
、
一
六
二
一
年
に
掛
か
る
為
、
一
六
二
一
年
と
し
て
い
ま
す
。 

 

 

当
宮 

稲
荷
社 

例
祭
考 

当
宮
に
は
合
計
し
ま
す
と
左
記
の
三
つ
の
お
稲
荷
さ
ん
が

鎮
座
し
て
お
り
、
そ
の
例
祭
日
を
あ
げ
ま
す
と
、 

・
御
本
社
末
社 

喜
多
埜
稲
荷
神
社 

 
 

五
月
十
五
日 

・
御
旅
社
末
社 

玉
姫
稲
荷
神
社
、 

 
 

五
月
五
日 

・
角 

田 

町 

歯
神
社(

元
は
稲
荷
社) 

 

六
月
四
日 

と
な
り
ま
す
。
五
月
か
ら
六
月
の
一
ヶ
月
の
間
に
当
宮
の
お
稲

荷
さ
ん
の
例
祭
日
が
集
中
し
て
い
る
事
が
分
か
り
ま
す
。
な
ぜ
、

こ
の
時
期
に
集
中
し
て
い
る
の
か
と
い
う
事
は
残
念
な
が
ら

戦
災
等
で
史
料
が
残
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
ハ
ッ
キ
リ
と
は
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
玉
姫
祭
か
ら
歯
神
社
例
祭
ま
で
が
ち
ょ
う
ど

一
ヶ
月
間
で
あ
る
事
を
考
え
る
と
、
江
戸
時
代
の
北
野
村
で
の

種
籾
の
播
種
か
ら
田
植
え
ま
で
の
期
間
と
ほ
ぼ
一
致
し
、
梅
田

に
お
け
る
稲
作
の
節
目
節
目
が
、
例
祭
日
の
形
で
残
り
、
そ
れ

が
現
今
ま
で
続
い
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

ま
た
全
国
稲
荷
の
総
本
社
で
あ
る
、
京
都
の
伏
見
稲
荷
大
社

の
例
祭
も
五
月
三
日
で
あ
る
事
か
ら
、
当
宮
の
稲
荷
社
の
例
祭

日
は
近
世
以
前
の
古
い
時
代
の
稲
荷
祭
の
名
残
を
引
き
継
い

で
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
都
会
の
真
ん
中
で
す
が
、
お
稲

荷
さ
ん
の
例
祭
は
昔
を
今
に
伝
え
続
け
て
い
ま
す
。 

 

祭
礼
催
事
中
止
に
つ
い
て 

報
道
等
で
も
ご
承
知
の
通
り
、
大
阪
府
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
、
再
度
の
緊
急
事
態
宣
言
が
四
月
二
十
五
日
に

発
出
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
の
変
異
株
が
猛
威
を
奮
っ

て
お
り
、
状
況
は
ち
ょ
う
ど
一
年
前
と
同
様
で
あ
る
事
か
ら
、
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
大
変
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
昨
年

同
様
に
左
記
祭
礼
に
つ
き
ま
し
て
は
、
神
職
に
よ
る
神
事
の
み

と
し
、
一
般
の
ご
参
列
は
ご
遠
慮
頂
く
形
で
斎
行
す
る
事
と
な

り
ま
し
た
。 

 

・
五
月 

五
日 

玉
姫
稲
荷
神
社
例
祭(

玉
姫
祭) 

・
五
月
十
五
日 

喜
多
埜
稲
荷
、
白
龍
社
例
祭 

・
六
月 

四
日 

歯
神
社
例
祭 

・
六
月
三
十
日 

夏
越
大
祓(

御
旅
社) 

・
七
月
六
日
～
七
日 

七
夕
祭(

御
旅
社) 

・
七
月
十
五
日 

例
祭(

御
本
社) 

 何
卒
ご
理
解
ご
協
力
の
程
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

御
旅
社
の
社
務
に
つ
い
て 

茶
屋
町
の
御
旅
社
で
す
が
、
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
に
伴
い

ま
し
て
、
土
日
の
御
朱
印
の
授
与
は
す
べ
て
書
き
置
き
の
み
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
ご
祈
祷
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

当
宮
氏
地
の
方
の
み
と
さ
せ
て
頂
き
、
遠
方
に
お
住
ま
い
の
方

に
つ
き
ま
し
て
は
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
ご
遠
慮
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

今 

月 

の 
暦 

             

～ 

綱
敷
天
神
社
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
地
図
サ
イ
ト 

～ 
     

編
著 

綱
敷

つ
な
し
き

天
神
社 

禰
宜

ね

ぎ 
(

御
旅
社 

神
主) 

 
 

 
 

 
 
 
 

  
  

白 

江 
 

秀 

知 
 

 当宮地図 

Google MAP 

 

喜 

多 

埜 
 

第
一
九
四
号 

 

 
綱
敷
天

つ
な
し
き
て
ん

神
社

じ
ん
し
ゃ 

社
報 

 

 

【
祭
礼
】 

        

【
節
気
】 

   

【
雑
節
】 

  

【
大
安
】 

  

【
朔
望
】 

  

【
祝
日
】 

  

【
旬
】 

 

玉
姫
祭(

五
日)…

御
旅
社
の
末
社 

玉
姫
社
例
祭 

神
事
の
み 

喜
多
埜
稲
荷
神
社
例
祭(

十
五
日) 

…

御
本
社
末
社 

神
事
の
み 

白
龍
社
例
祭(

十
五
日)…

右
記
稲
荷
社
例
祭
と
併
祭 

神
事
の
み 

  

立
夏(

五
日)…

こ
の
日
か
ら
暦
の
上
で
は
夏 

小
満(

二
十
日)…

草
木
の
葉
が
一
定
の
大
き
さ
に
な
る
頃 

  

八
十
八
夜(

一
日) 

…

立
春
か
ら
八
十
八
日
目
。
新
茶
の
時
期 

  

五
月
八
日
、
十
三
日
、
十
九
日
、
廿
五
日
、
丗
一
日 

   

下
弦(

四
日)

、
朔
月(

十
二
日)

、
上
弦(

廿
日) 

、
満
月(

廿
六
日)

 

  

憲
法
記
念
日(

三
日)

、
み
ど
り
の
日(

四
日)

、
こ
ど
も
の
日(

五
日) 

 
[

野 

菜] 

ア
ス
ラ
パ
ラ
ガ
ス
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
春
キ
ャ
ベ
ツ
、 

 
 

 
 

 
 

 

サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
、
ミ
ツ
バ
、
フ
キ
、
新
ゴ
ボ
ウ
な
ど 

[

果 

物] 

イ
チ
ジ
ク
、
枇
杷
、
夏
み
か
ん
、
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
、 

イ
チ
ゴ(

露
地
物)

、
下
旬
で
は
梅
酒
用
の
青
梅
な
ど 

[

魚
介
類] 

タ
コ(

真
蛸)

、
カ
ツ
オ(

初
鰹)

、
ア
ジ
、
ヤ
マ
メ
、
イ
サ
キ
、 

メ
バ
ル
、
キ
ビ
ナ
ゴ
、
サ
ザ
エ
、
春
牡
蠣
な
ど 

[

そ
の
他] 

新
茶
、
バ
ラ
、
ツ
ツ
ジ
、
カ
キ
ツ
バ
タ
、
シ
ャ
ク
ヤ
ク 

 


